
可
制
小
役
念
刈

問
久
治
術
門
・依
久
間
葵
之
助
・
梶
原
禰
三
郎
・水
野
政
太
郎
・水
岡
小

三
郎
六
人
鑓
配
合
候
。
共
脱
勝
良
院
の
山
花
て
不
干
が
内
、
志
水
又

市
・
江
原
競
助
・潟
見
勝
助
・
長
罰
則
頚
五
左
衛
門
四
人
鎗
合
申
候
。
長

瀬
は
只
今
小
右
術
門
と
申
、
加
賀
に
混
在
候
由
申
上
候
。
家
出
版
公
開

召
、
観
h
k

利
常
は
能
兵
を
か
L

へ
持
候
と
よ
立
也
。
小
右
衡
門
は
mm

母
衣
に
、
銀
の
牛
の
舌
の
出
し
に
て
、
勝
nx
院
に
て
鎗
を
合
す
。
後

門
跡
降
会
長
。
大
坂
の
城
裁
、
寄
手
小
屋
見
物
に
出
で
長
瀬
が
小
屋

印
に
、
銀
の
牛
の
舌
の
黒
母
衣
主
見
付
、
日
外
鎗
を
合
た
る
母
衣
袋

陀
在
と
て
、
小
康
前
に
群
を
成
也
。

可
視
小
説
巻
冊
四

て
被
千
位
夢
得
の
獄

我
ぞ
と
は
名
乗
十
と
て
も
格
の
花
色
を
も
容
を
も
益
に
し
る
ら
ん

年
を
経
て
わ
す
れ
草
の
み
生
ふ
る
野
忙
叉
し
の
べ
と
や
露
の
タ
悲

右
丙
反
の
年
秋
七
月
瞥
者
按
千
世
夢
得
の
敏
也
。

一
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太
宰
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の
脇
賎
行
官
官
山
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東
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ν
自
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界
浪
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近
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v
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廼
詔
a
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司
一

段
「
一
定
償
吋
鋭
令
数
出
紛
h
k

然
・
賞
v
貨
賎
v
穀
由
一
-
上
政
↓
図
術
無
院
人
祭
昌

利
病
一
鋭
令
愈
山
愈
不
v
行
・
骨
骨
民
何
以
保
=
性
命
↓
商
家
何
親
成
・
土
決

何
仇
勝
。
米
厚
本
却
祢
，
一
柴
一
憂
愁
。
本
来
停
滞
雨
易
v
尉
・
冠
底
倒

世
皆
失
ν
州
略
抑
制
政
A

不
v
柳
ν
生
.
在
位
肉
食
日
暇
抽
出
.
沼
不
ν
見
逃
夫

辛
苦
把
a

鋤
惣
↓
秋
成
四
北
米
如
a
塗・居山
↓
己
知
樹
v
殺
徒
出
F
力
。
来
年
設
復

事
旦
瓦
峰
「
天
下
求
v
利
相
馳
逐
.
那
知
金
銭
不
v
如
v
穀
-
一
朝
不
恥
帆
終
日

飢
ι

金
銭
率
充
白
人
口
腹
三
国
ロ
血
君
子
胡
然
思
.
皆
道
有
v
銭
斯
有
v
架
4

静

岡
架
米
鉦
高
ぺ
何
若
間
帯
築
昌
之
師
陣
谷
↓
不
v
M
m
口
紅
開
制
紋
去
.
迷
肉
=
梅

外
相
州
閣
-
僻
・
恐
枇
叫
t
p
w批可
E

金
以
良
一
-
方
制
…
"
刺
何
伊
告
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v
凡

可
観
小
股
答
品
川
四

~ 

六
四
回

後盈
司ミ h民
餓泊
者息

動jZE
!ih~ 
茅IJ 
ERZ 
E援
IlIJ .r; 
奨者
j宵古T
];1 o/? 
I~! 弘
主今
!在日

宰 f!1L!!日
荒土
純ー。卦i
不

1!J. 

太

右
は
京
都
底
土
太
宰
繭
左
術
門
と
い
ふ
も
の
撰
者
す
と
也
。
漏
左
衛

門
は
荻
生
惣
方
術
門
弟
子
也
。
去
年
の
各
米
債
を
定
ら
れ
、
江
戸
・

京
・
大
坂
三
ケ
所
の
分
は
、
石
四
扮
了
二
匁
を
限
り
下
直
に
不
仕
様

陀
賀
川
H
し
、
夫
よ
り
向
車
陀
仕
候
分
は
不
出
向
候
。
隊
閥
単
v
之
候
印
刷
陀

と
般
符
成
令
下
候
得
止
ハ
、
商
家
一
間
心
服
不
仕
、
開
畑
米
畑
山
下
直
に
仕

候
て
、
間
帯
立
天
下
の
笑
と
成
ぬ
。
今
年
二
三
月
陀
至
り
絡
に
共
令
も
{
企

〈
相
止
候
。
共
後
叉
改
貨
の
同
時
起
り
て
、
都
府
岬
頗
る
瞭
然
と
し
て
商
民

も
不
通
に
至
。
ぬ
。
元
総
年
中
貸
筑
の
初
年
の
頃
よ
り
、
天
下
に
偏

苦
し
怒
金
制
お
お
銭
掛
字
保
四
・五
年
迄
陀
仰
特
力
を
被
用
、

怒

t
持
拡
の
金
銀
同市
中
陀
被
改
、再
び
組
宗
以
来
の
民
金
銀
に
復
し
、

前
民
悦
服
せ
し
所
に
、
今
教
丙
綜
の
容
よ
り
叉
元
総
・費
永
の
布
市
金

銀
陀
成
り
ぬ
。
此
官
舶
の
閉
山
本
は
御
勘
定
頭
訓
附
丹
波
守
よ
り
主
張

し
、
老
中
松
平
左
近
将
段
執
し
沙
汰
せ
ら
る
L
と
云
。

一
、
源
平
赤
白
の
幡
の
事

平
家
は
赤
幡
、
制
氏
は
白
幡
と
天
子
よ
り
勅
命
と
い
ふ
事
は
、
何
の
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